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東海発電所の出力降下の原因と対策について 
 
当社、東海発電所（炭酸ガス冷却型、電気出力１６万６千キロワット）は、計画出力

１４万キロワット（１号，２号タービン発電機各７万キロワット）で運転中のところ、

１０月９日午前９時１８分頃、１号タービン発電機の主復水器の真空度が低下し、当該

タービン発電機の出力が一時的に６万２千キロワットまで低下しました このため、空

気抽出器復水器冷却管を点検・調査することとし、当該タービン発電機を解列し、同日

午後４時３０分に電気出力を８万３千キロワットに降下しました。（１０月９日発表済）

点検・調査の結果、当該空気抽出器復水器第２段側冷却管１本に管外面からの腐食・減

肉による貫通孔（２箇所）が認められ、他の冷却管のうち７９本についても同様に減肉

が認められました。このため、当該冷却管を含め、減肉の認められたものについても新

管に取替えることとします。  
また、２号タービン発電機についても点検・調査を行い、減肉が認められたものにつ

いては必要な対策を行うこととします。 その後、１０月２５日頃定常運転に復帰する

予定です。 
なお、本件による外部への放射能の影響はありません。 また、資源エネルギー庁に

よる国際原子力事象評価尺度（ＩＮＥＳ）暫定評価では、評価対象外とされています。 
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